
大
阪
市
環
境
局
の
西
北
環

境
率
蘂
セ
ン
タ
ー
で
カ
ラ
残

業
な
ど
が
あ
る
と
し
て
、
市

民
グ
ル
ー
プ
「
見
張
り
番
」

が
業
務
日
露
を
情
報
公
開
請

求
し
た
の
に
対
し
、
市
が
「
作

成
す
る
必
要
が
な
い
た
め
不

存
在
」
と
回
答
し
て
い
た
問

題
で
、
市
の
再
謂
査
の
結
果
、

業
務
日
誌
に
類
似
す
る
資
料

が
あ
っ
た
こ
と
が
一
一
十
五

日
、
分
か
っ
た
。
不
祥
蕊
が

相
次
ぐ
環
境
局
の
改
革
に
向

け
、
平
松
邦
夫
市
長
は
年
度

内
に
も
外
部
有
職
壱
に
よ
る

委
員
会
を
立
乞
上
げ
る
方
針

℃
ノ

不一雛製蕊鵠が躰繍
を
明
ら
か
に
し
た
。

市
議
会
民
生
保
健
委
員
会

で
、
辻
譲
隆
議
員
（
公
明
）

の
質
問
に
答
え
た
。
同
局
は

資
料
に
つ
い
て
、
各
環
境
事

業
セ
ン
タ
ー
・
出
張
所
（
十

一
カ
所
）
や
収
集
蓬
ご
と
に

密
式
や
名
称
が
違
い
、
保
存

期
限
も
決
ま
っ
て
い
な
い
個

人
寶
料
の
た
め
公
開
し
な
か

っ
た
と
い
う
が
、
「
作
成
状

況
を
把
握
せ
ず
、
情
報
提
供
一

と
し
て
不
適
切
だ
っ
た
」
と

織
二
駕
雫
霊
｜

民
の
信
頼
を
損
ね
た
。
誠
に

蚕凸Ｉ曰Ｇ

Ｉ ◆

不\戸王決定されていた蘂務曰露＝25曰午後

申
し
訳
な
い
」
と
謝
罪
し
た
。

見
張
り
番
の
摘
報
公
開
鏑

求
は
、
不
正
を
告
発
し
た
職

員
が
「
業
務
日
露
で
勤
務
状

況
が
分
か
る
」
と
指
摘
し
た

こ
と
を
受
け
て
昨
年
一
一
一
月
に

実
施
。
そ
の
後
、
同
七
月
か

ら
環
境
局
は
公
文
書
と
し
て

業
務
日
誌
を
作
成
す
る
冬
つ

に
な
っ
た
が
、
そ
れ
以
前
の

も
の
は
「
爾
求
さ
れ
た
趣
旨

の
寅
料
で
は
な
い
」
と
判
断

し
た
。

今
局
十
五
日
に
見
張
り
番

が
、
雷
類
が
「
隠
ぺ
い
さ
れ

大
阪
市
は
西
曰
、
市
営
住
宅

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
住
民
ら
が

閉
じ
こ
め
ら
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
が

今
年
度
、
、
件
超
き
て
い
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
◎
市
で
は
、

他
の
市
立
施
殴
も
含
め
計
約
２

６
０
０
基
を
琶
理
運
薑
す
る
Ⅲ

社
に
対
し
、
過
去
５
年
間
の
卜

市
営
住
宅
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
薑 ９

住
民
ら
閉
じ
こ
め
枢
蝋
華

て
い
る
」
と
し
て
憶
報
公
開

の
徹
底
を
求
め
る
要
望
雷

を
、
平
松
市
長
に
提
出
。
市

が
徹
底
鏑
宣
し
た
結
果
、
す

べ
て
の
セ
ン
タ
ー
・
出
張
所

で
昨
年
四
月
分
の
露
類
が
見

つ
か
っ
た
と
い
う
。
同
局
は

「
出
欠
状
況
や
収
蘂
車
両
に

乗
り
込
む
職
員
を
記
し
て
お

り
、
超
過
勤
務
を
記
録
し
た

も
の
で
は
な
い
」
と
し
て
い

る
。民
生
保
健
委
員
会
で
は
、

辻
議
員
が
「
内
部
の
努
力
だ

け
で
は
信
用
で
き
な
い
。
市

民
の
目
線
に
立
っ
た
改
革

を
」
と
求
め
た
の
を
受
け
、

平
松
市
長
が
外
部
有
識
害
に

よ
る
委
員
会
の
設
置
を
検
討

す
る
と
答
え
た
。

ラ
プ
ル
の
原
因
と
対
応
を
報
告

す
る
冬
っ
求
め
た
。

市
鍛
会
計
画
消
防
委
員
会

で
、
金
沢
一
博
蕊
員
（
公
明
）

が
質
問
。
市
に
よ
る
く
市
富

住
宅
で
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
２
０

０
３
年
度
に
は
引
件
だ
っ
た

が
、
“
年
度
娼
件
、
略
年
度
団

大阪市環境局カラ残業疑惑
件
、
肥
年
度
四
件
と
増
加
傾
向
。

原
因
は
、
機
器
不
良
や
寶
理
不

十
分
が
多
い
と
し
て
い
る
。
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側
が
「
存
在
し
な
い
」
と
回
職
場
に
保
管
さ
れ
て
い
る

害
し
て
い
た
業
務
日
誌
が
、
露
の
一
部
を
見
つ
け
た
。

実
際
に
は
作
成
さ
れ
て
い
た
境
局
は
「
当
初
の
調
査
が

こ
と
が
一
一
十
五
日
分
か
つ
十
分
だ
っ
た
」
と
謝
罪
し

大
阪
市
環
境
局
職
員
の
力
た
。

ラ
残
業
疑
惑
を
追
及
す
る
市
今
月
中
旬
の
再
調
求
を
受

民
グ
ル
ー
プ
の
情
報
公
開
譜
け
、
平
松
邦
夫
市
長
が
改
め

求
に
対
し
、
昨
年
五
月
に
市
て
調
査
を
命
じ
た
と
こ
ろ
、

》
、

莞
冒

医事振の貸付金》し割一緬密懸毫季
「全額回収困難」鰯罪した。
３
市
議
会
妻
で
市
は
経
富
饒
の
医
事
痘

乢
魂
健
康
福
祉
局
長
を
３
月
末
ま
で
に
整
理

壱
八
保
慰
葹
鯉
芝
を
し
、
老
人
保
健
葹
墾
憲

邇
雪
す
る
大
阪
市
の
外
郭
業
継
続
可
能
な
法
人
に
完

団
体
帝
医
霞
霊
棗
振
興
知
し
て
返
済
に
充
て
る
方

協
会
」
（
医
事
振
）
へ
の
針
。
２
月
中
旬
ま
で
に
売

市
か
ら
の
融
實
沁
億
１
８
却
先
を
正
式
決
定
す
る

０
０
万
円
が
ま
っ
た
く
迫
が
、
現
時
点
で
約
３
億
８

璽
野
許
鯆
鶴
銃
船
糊
蕊
蕊
一

祉
局
の
白
井
大
造
局
長
は
な
見
通
し
。
し
か
し
、
医
蠣
｜

弱
曰
の
市
蟻
会
委
員
会
振
の
基
本
資
産
１
億
円
な
―

で
、
「
（
回
収
金
は
）
邪
ど
と
合
わ
せ
て
も
貸
付
金

億
円
に
は
届
か
な
い
結
果
の
約
沁
億
円
に
は
属
か
な

に
な
る
」
と
全
額
回
収
が

い
と
い
う
。
【
井
上
直
樹
】

鑓臘蹴亀鐡
「調査不十分｣と謝罪

が
、
「
担
当
者
の
個
人
的
資

料
で
公
文
霞
に
当
た
ら
ず
、

本
来
な
ら
公
開
す
る
譲
務
は

な
い
が
、
資
料
を
提
供
す
る
」

と
話
す
。

し
か
し
、
市
民
グ
ル
ー
プ

「
見
張
り
番
」
の
松
禰
米
子

・
代
表
世
話
人
は
「
公
文
霞

の
意
図
的
な
情
報
隠
し
で
は

な
い
か
と
感
じ
る
」
と
し
て
、

一
連
の
経
緯
に
つ
い
て
脱
明

を
求
め
る
考
え
だ
。



出
勤
状
況
や
引
き
継
ぎ

噸
項
を
記
し
た
文
醤
が
単

な
る
メ
モ
な
の
か
－
ｌ
ｂ

市
民
か
ら
の
情
報
公
開
謂

求
に
対
し
、
大
阪
市
環
境

局
が
「
不
存
在
」
と
し
て

非
公
開
に
し
た
環
境
駆
業

セ
ン
タ
ー
の
業
務
日
誌
の

存
在
が
躯
曰
に
判
明
し
た

問
題
は
、
役
所
内
で
「
公

文
圏
と
は
何
か
」
と
の
潔

繊
が
共
有
さ
れ
て
い
な
い

実
態
を
も
あ
ぶ
り
出
し

た
。
環
境
局
の
記
者
脱
明

が
同
曰
夕
刻
か
ら
配
曰
に

な
っ
て
も
断
続
的
に
続
く

中
、
戦
後
初
の
民
間
出
身

と
し
て
情
報
公
開
の
函
要

性
を
強
調
し
て
き
た
平
松

画
境
局
職
輿
に
脱
明
を
求
め
る
平
松
市
歴
（
左
）

Ⅱ
大
阪
市
役
所
で
沁
曰
午
前
１
時
幻
分
、
堀
雅
充
掴
彫

平
松
市
長
「
徹
底
調
査
凡
肺

薫
霊
獣
未
明
異
例
の
登
昆
大

邦
夫
市
長
は
未
明
に
駆
け
結
果
だ
っ
た
。

つける異例の騏態に．環境局は「職員が私一か肺鮮変わったの
思
い
と
は
襲
腹
な
現
実
に
的
に
管
理
し
て
い
た
メ
モ
｜
は
、
平
松
市
長
が
脱
明
に
．

初
め
て
直
面
し
た
平
松
市
で
公
文
雪
で
は
な
い
」
と
一
合
流
し
た
酪
曰
午
前
１
時

鱸綻刺Ⅷ燗や徹底鰡噸舵Ⅷ洲噸乢鮓｜艦鵬醐謝鴎瀝
業
務
曰
臆
は
、
市
民
団
は
同
一
の
露
式
も
多
く
、
に
し
、
「
メ
モ
と
の
露
蝋
し

体
「
見
躯
り
番
」
の
松
浦
ご
み
収
集
業
務
に
誰
が
出
か
な
か
っ
た
が
、
厳
密
に

米
子
代
表
世
話
人
が
昨
年
動
し
、
ど
の
収
集
軍
に
粟
言
う
と
メ
モ
で
は
な
く
公

４
月
に
公
開
謂
求
し
た
車
し
た
か
を
ほ
ほ
毎
日
記
文
掴
と
し
て
管
理
す
べ
き

が
、
環
墹
局
は
翌
月
、
「
作
録
。
備
考
欄
に
は
引
き
継
だ
っ
た
」
と
位
腫
づ
け
た
。

成
し
て
い
な
い
」
と
非
公
ぎ
事
項
も
記
載
さ
れ
て
い
報
道
陣
の
前
で
環
境
局

開
決
定
し
た
。

た
。

の
担
当
者
に
問
い
た
だ
す

な
い
は
ず
の
も
の
が
見
一
同
市
の
燗
報
公
開
条
例
墹
面
も
あ
り
、
平
松
市
長

つ
か
っ
た
の
は
、
平
松
市
で
は
、
公
文
轡
を
「
聯
員
は
「
問
鼬
が
ど
｝
」
に
あ
っ

長
が
松
浦
さ
ん
か
ら
「
意
が
職
務
上
作
成
し
、
組
織
だ
の
か
、
と
こ
と
ん
ま
で

図
的
な
曰
鰭
隠
し
で
は
」
的
に
用
い
る
も
の
と
し
て
一
調
査
す
る
。
画
任
の
所
在

肚帥Ⅷ鰍流Ⅷ崖＃齢朋辨熊山面ｗ誇噛の」と一眺墹宅鮴靴鐘陥←と鵬
一
「
私
的
な
メ
モ
と
は
考

え
ら
れ
な
い
」
と
報
道
陣

の
追
及
を
受
け
、
総
務
局

が
情
報
公
開
制
度
を
所
管

す
る
立
場
か
ら
現
物
を
確

認
。
深
夜
に
「
公
務
遂
行

の
曰
盈
の
内
容
を
管
理
す

る
文
霞
で
、
公
文
雷
と
し

て
管
理
す
べ
き
だ
っ
た
」

と
の
見
解
を
示
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
環
境
局

は
文
蕾
管
理
の
不
適
切
さ

は
認
め
た
も
の
の
、
「
作

成
し
た
職
員
が
個
々
に
保

管
し
、
組
織
全
体
で
管
理

し
て
お
ら
ず
、
当
時
の
決

定
は
や
む
を
得
な
か
つ

－
た
」
と
主
張
し
見
解
が
分

輿
も
応
え
て
ほ
し
い
。
認

繊
の
違
い
を
乗
り
越
え
ら

れ
な
い
部
分
を
感
じ
る
」

と
思
わ
ず
ぼ
や
き
、
「
情

報
公
開
、
公
文
雷
と
は
何

や
、
と
い
う
こ
と
を
全
庁
一
船
っ
だ
。

的
に
徹
底
し
な
い
と
」
と
一

■
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「
な
い
」
日
誌

実
は
あ
っ
た

秘
蝿
大
阪
市
が
隠
蔽
？

’
１

大
限
市
瞥
の
カ
ラ
蔓

問
題
に
か
ら
ご
市
民
団
体
の

監
査
謂
求
に
関
連
し
、
同
市

が
「
存
在
し
な
い
」
と
回
答
し

た
大
鴇
漫
局
の
西
北
環

境
蕊
セ
ン
タ
ー
の
薬
務
日

誌
が
、
実
際
に
は
曰
常
的
に

艦
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

大
阪
市
環
境
局
が
昨
年

５
月
、
憤
報
公
開
調
求
に

対
し
「
不
存
在
」
を
理
由

に
非
公
開
決
定
し
た
環
境

事
業
セ
ン
タ
ー
の
業
務
曰

鰭
が
存
在
し
て
い
た
こ
と

が
分
か
っ
た
。
憶
報
公
開

条
例
を
所
雷
す
る
市
総
務

局
は
弱
曰
、
現
物
を
見
た

「
不
存
在
」
公
文
書
あ
っ
た
絆

業
務
日
誌
、
「
メ
モ
」
と
説
明
大

一
し
か
し
、
昨
年
９
月
に
カ
ラ

蕊
蘂
に
絡
む
監
査
爾
求
で
、

監
査
委
輿
に
、
同
年
７
月
以

降
の
業
務
曰
誌
を
提
出
し

た
。
同
局
は
朝
曰
新
聞
に
対

し
「
、
年
７
月
か
ら
作
成
ぞ

始
め
た
」
と
晩
明
し
て
い
た
。

う
え
で
「
条
例
対
象
の
公
が
、
文
露
寶
理
の
ず
さ
ん

文
霞
と
し
て
扱
う
べ
き
も
さ
と
職
員
の
意
識
の
低
さ

の
」
と
の
見
解
を
示
し
た
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

が
、
環
境
局
は
「
公
文
霞
市
民
団
体
「
見
張
り
番
」

で
は
な
く
メ
モ
と
し
て
萱
の
松
浦
米
子
代
表
世
鐇
人

理
し
て
い
た
」
と
脱
明
。
が
職
員
の
カ
ラ
残
業
に
つ

先
月
就
任
し
た
平
松
邦
夫
い
て
調
べ
る
た
め
、
昨
年

市
長
は
情
報
公
開
を
施
政
４
月
、
西
北
環
境
事
業
セ

方
針
の
注
に
す
え
て
い
る
一
ン
タ
ー
な
ど
の
業
務
曰
誌

か
つ
だ
。
曰
鰭
に
は
ゴ
ミ
収

蘂
寧
の
乗
潜
状
況
な
ど
が
記

さ
れ
て
い
る
。
平
松
邦
夫
市

長
は
笏
曰
、
「
鯛
査
を
し
、
問

題
が
あ
れ
ば
寳
任
の
所
在
を

癖
》
雛
駄
鯲
》
灘

が
な
か
っ
た
か
調
査
す
る
。
｜

市
民
団
体
「
見
鎭
り
舂
」

（
松
浦
米
子
代
表
世
話
人
）
が
．

、
～
四
年
度
の
業
務
曰
鑑
を

憤
報
公
開
諭
求
し
た
の
に
対
一

札一雫咀率輻燕寵致穴剥壷一
大
阪
市
の
カ
ラ
残
業
問
題
を

め
ぐ
り
、
市
民
グ
ル
ー
プ
の
摘

報
公
開
請
求
に
対
し
て
市
が

「
存
在
し
な
い
」
と
回
答
し
た

璃
境
局
の
蘂
務
曰
麩
が
、
同
局

の
環
椀
頚
業
セ
ン
タ
ー
と
出
張

大阪市

カラ残業業
務
日
誌
実
は
あ
っ
た
州

環
境
局
平
松
市
長
、
処
分
を
検
討

を
公
開
鏑
求
。
市
は
翌
月

に
非
公
開
決
定
し
、
「
か

か
る
公
文
薑
を
作
成
し
て

お
ら
ず
、
存
在
し
な
い
た

め
」
と
理
由
を
記
し
た
。

し
か
し
同
７
月
以
降
の
業

務
曰
誌
に
つ
い
て
は
「
舅

張
り
番
」
が
行
っ
た
住
民

監
査
請
求
の
過
程
で
存
在

が
礎
寵
さ
れ
、
そ
の
際
、

環
境
局
は
「
曰
誌
は
昨
年

秤繩雛灘鮒一
め
て
平
松
市
長
に
鯛
査
を

要
望
し
た
と
こ
ろ
、
環
境

局
は
こ
の
曰
の
市
議
会
蚕
・

員
会
で
、
昨
年
４
月
分
の
一

業
務
曰
睦
が
見
つ
か
っ
た
一

織瀞鱗鱗に

所
計
Ⅱ
か
所
す
べ
て
に
保
存
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
◎

平
松
邦
夫
市
長
は
「
公
文
書
で

あ
り
、
隠
し
た
と
薑
わ
れ
て
も

仕
方
が
な
い
」
と
し
て
、
カ
ラ

残
業
の
実
態
を
調
査
す
る
と
と

た
。
文
邇
の
存
在
を
組
織

っ
た
。
今
後
は
震
式
を
銃

平
松
市
長
は
「
申
し
訳
一

も
に
、
関
係
者
の
処
分
を
検
肘

す
る
意
向
を
明
ら
か
に
し
た
。

市
民
グ
ル
ー
プ
「
見
張
り
書
」

が
昨
年
３
～
４
月
、
西
北
環
境

事
業
セ
ン
タ
ー
な
ど
５
か
所
の

業
務
曰
践
を
公
開
鏑
求
し
た

が
、
同
５
月
に
「
作
成
の
必
要

が
な
く
、
不
存
在
」
と
い
う
決

定
通
知
を
受
け
た
。

し
か
し
今
月
、
同
局
が
昨
年

７
～
９
月
の
業
務
曰
睦
を
監
査

委
圓
に
提
出
し
た
こ
と
が
分
か

り
、
「
見
譲
り
番
」
は
昨
年
４

月
分
の
日
露
を
改
め
て
讃
求
。

平
松
市
長
の
指
示
で
同
局
が
蕊

べ
だ
と
こ
ろ
、
昨
年
４
月
の
時

点
で
、
Ⅱ
か
所
で
曰
睦
が
作
成

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た

と
い
う
◎
業
務
曰
誌
や
曰
報
な

ど
の
名
称
で
、
職
員
の
出
勤
状

況
の
ほ
か
、
ご
み
収
集
章
ご
と

の
迩
転
手
と
乗
務
員
の
名
前
、

突
然
に
休
ん
だ
場
合
の
理
由
な

ど
も
記
載
し
て
い
る
。

同
局
は
「
私
的
な
メ
モ
と
し

て
廃
棄
し
た
と
思
っ
て
い
た
」

と
釈
明
し
て
い
る
が
、
「
鳧
譲

り
番
」
の
松
浦
米
子
代
表
世
話

人
は
「
勤
務
状
況
を
知
ら
れ
な

い
七
つ
意
図
的
に
隠
し
た
の
で

は
な
い
か
。
徹
底
的
に
調
査
す

べ
き
だ
」
と
話
し
て
い
る
。



ｦ

「
業
務
日
誌
」
の
存
在
隠
蔽
域

大
阪
市
環
境
局
カ
ラ
出
勤
問
題
ゾ

露

露 大
阪
市
環
境
同
西
北
環
境

窺
蘂
セ
ン
タ
ー
（
西
淀
川

区
）
で
カ
ラ
出
動
が
あ
っ
た

な
ど
と
す
る
情
報
に
基
づ
き

行
わ
れ
た
禰
報
公
開
鯛
求
で

「
存
在
し
な
い
」
と
回
答
さ

れ
た
「
業
務
曰
誌
」
が
、
日

常
的
に
作
威
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
西
曰
、
市
の
内
部
調
査

で
分
か
っ
た
。
寳
類
が
確
寵大阪市が円乍成していない」としていた

西北環境寧桑センターの業務曰薩 さ
れ
た
後
、
市
環
境
局
は

「
公
開
対
象
に
な
る
文
雷
で

は
な
く
私
的
な
文
替
」
と
主

張
を
変
え
た
が
、
市
公
文
書

鑓
は
こ
の
文
露
を
「
公
文
露

と
し
て
扱
わ
れ
る
べ
き
だ
」

と
し
て
い
る
。

平
松
邦
夫
市
長
は
一
連
の

騒
動
を
「
情
報
隠
し
と
と
ら

れ
て
も
仕
方
な
い
」
と
し
、

不
祥
事
が
相
次
ぐ
環
境
蕊
蘂

セ
ン
タ
ー
の
意
識
改
革
な
ど

を
検
討
す
る
外
部
委
員
会
を

設
置
す
る
考
え
を
示
し
た
。

今
回
の
鯛
査
は
、
内
部
告

発
に
つ
い
て
調
べ
て
い
た
市

民
グ
ル
ー
プ
「
見
張
り
番
」

（
松
浦
米
子
・
代
表
世
鱈

人
）
か
ら
「
情
報
公
開
調
求
で

存
在
し
な
い
と
さ
れ
た
が
作

成
し
て
い
た
と
の
現
職
職
員

の
証
言
が
あ
る
」
と
い
う
求

め
に
応
じ
、
平
松
市
長
の
指

示
で
行
わ
れ
た
。

今
回
見
つ
か
っ
た
の
は
、

平
成
旧
年
４
月
に
、
同
セ
ン

タ
ー
の
騒
員
が
ど
の
ご
み
収

集
車
に
乗
務
し
た
か
を
記
載

し
た
霞
類
。
市
内
、
ヵ
所
の

環
境
事
業
セ
ン
タ
ー
と
１
カ

所
の
出
張
所
す
べ
て
で
存
在

し
て
い
た
。
セ
ン
タ
ー
ご
と

に
密
式
は
違
い
、
表
題
も

「
業
務
曰
誌
」
や
「
作
業
日

報
」
な
ど
と
異
な
る
が
、
内

容
は
ほ
ぼ
同
じ
だ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
、
同
セ
ン
タ
ー

は
、
情
報
公
開
議
求
を
受
け

て
行
わ
れ
た
環
境
局
の
調
査

に
対
し
「
作
成
す
る
必
要
が

な
い
た
め
存
在
し
な
い
」
と

回
答
。
惰
報
公
開
請
求
で
も

「
不
存
在
の
た
め
非
公
開
」

と
し
た
。

し
か
し
、
鑪
査
で
は
各
セ

ン
タ
ー
で
日
常
的
に
作
成
し

て
い
た
こ
と
が
判
明
。
市
環

境
局
は
雲
務
曰
誌
は
あ
っ

た
が
、
文
醤
は
担
当
者
の
メ

モ
に
す
ぎ
ず
、
公
文
書
と
し

て
不
存
在
と
し
た
判
断
に
誤

り
は
な
か
っ
た
」
と
主
張
し

て
い
る
が
、
市
公
文
霞
館

は
、
蘂
務
曰
誌
の
露
式
な
ど

か
ら
二
段
的
に
は
公
文
霞

と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
」
と

し
て
い
る
。

市
は
、
屑
報
提
供
に
問

題
が
あ
っ
た
」
と
し
て
処
分

を
検
酎
。
平
松
市
長
は
「
公

文
霞
の
蕊
識
に
甘
さ
が
あ

り
、
惰
報
隠
し
と
い
わ
れ
て

も
仕
方
な
い
。
極
め
て
遺
憾

だ
。
こ
う
い
う
こ
と
を
繰
り

返
し
て
い
た
ら
信
用
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
」
と
賭
し
て

い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
松
浦
代
表

世
話
人
は
「
こ
れ
ま
で
大
阪

市
は
い
っ
た
い
何
を
情
報
公

開
と
い
っ
て
き
た
の
か
。
基

本
的
な
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

な
い
」
と
話
し
て
い
る
。

監
査
請
求
で

異
例
の
付
記

大
阪
市
監
査
雲
員

大
阪
市
が
市
人
権
協
会
と

の
間
で
結
ん
だ
駐
車
場
な
ど

の
管
理
委
託
契
約
に
絡
み
、

住
民
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
、
巌

｜
会
が
市
へ
収
益
の
納
入
を
恵

一』籔鑿起藤蔀
委
員
は
お
曰
、
噸
求
を
却
下

し
た
。

住
民
監
査
で
は
市
職
員
の

不
法
行
為
を
指
摘
す
る
必
要

が
あ
る
が
、
今
回
は
不
法
行

為
の
指
摘
が
な
か
っ
た
た

め
、
要
件
を
滴
た
し
て
い
な

い
と
し
て
、
額
求
自
体
は
門

前
払
い
と
な
っ
た
が
、
市
監

査
委
員
は
「
鋼
求
の
趣
旨
を

滴
た
す
た
め
に
は
、
法
改
正

等
の
立
法
政
策
が
必
要
に
な

る
」
と
指
摘
。
法
改
正
に
ま

で
踏
み
込
ん
だ
異
例
の
付
記

を
付
け
た
。

市
と
市
人
権
協
会
は
、
駐

車
場
委
託
契
約
の
際
、
収
益

が
費
用
を
超
え
た
場
合
、
３

分
の
２
を
市
に
納
入
す
る
仕
一

組
み
に
な
っ
て
い
た
。
鋼
求

で
は
平
成
Ｍ
～
旧
年
度
ま
で

に
駐
車
場
の
売
上
高
に
変
化

が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

市
へ
の
納
付
金
は
旧
年
度
に

激
増
し
た
こ
と
を
受
け
、
川

～
ｎ
年
度
ま
で
の
納
入
を
怠

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

指
摘
し
て
い
た
。



◆

惰報公開について調査するよう担当者らに
指示を出す平松市長（中央）＝午前１時４０
分、大阪市役所

七

雲霧篝ii議篝Ｉ

平
松
市
長
「
徹
底
的
に

見
「
議
蟹
鶏
碁
騨
錐
譲
爾
頴

〈三「業務曰誌」が確露された在しないとされた。
急問題で、平松邦夫市長が顕会見では、西北農事蒙
緊
曰
未
明
、
異
例
の
譽
会
見
を
セ
ン
タ
ー
が
叉
霞
は
な
い
」

の
關
害
業
務
曰
誌
の
存
在
が
莞
と
報
告
し
た
こ
と
を
う
の
み
に

明
党
し
た
経
驚
ど
き
晩
明
。
し
て
、
環
境
局
が
存
在
の
蔦

未
「
職
風
の
公
文
霞
に
対
す
る
意
を
鋼
く
ず
文
篁
宋
存
在
仁

で
識
も
含
め
、
ど
こ
を
正
し
て
い
よ
る
非
公
圏
と
回
答
し
て
い

蔽
鰹
藤
鵺
鵺
溺
轤
元
涯
鰯
蝿
隷
關
と
古

纈元欝となった業務曰蕗て再鯛査することを約束し
れ
た
詳
し
い
経
緯
な
ど
に
つ
い

ロ
〕
は
、
西
北
環
壊
事
蘂
セ
ン
タ
ー
だ
上
で
「
見
張
り
番
の
方
に
は

難
霊
嬰
医
蕊
鍬
鍾
鯛
窪
震
》

ｒ
－
ル
ー
プ
「
見
張
り
番
」
（
松
浦
公
開
の
体
制
を
つ
く
り
た
い
」

再
調
査
」
熟
議
一
議
鴨

咄》》搾
嚇岨剛一
航
認
躍

大
日
市

霞
思
の
壕
衛
鋼

求
に
か
ら
み
、
大
豊
攪

鳧
が
「
墓
し
な
い
」
と
し

て
い
た
文
雷
豊
在
し
た
問

題
で
、
平
籔
奇
醤
配

曰
未
明
、
爵
の
薯
会
見

を
開
い
た
。

問
題
の
文
雷
は
西
北
環
境

率
蘂
セ
ン
タ
ー
の
業
務
曰

誌
。
環
境
局
は
「
業
務
白
露

は
７
月
か
ら
作
成
を
は
じ

め
、
そ
れ
以
前
の
も
の
陰
存

在
し
な
い
」
と
し
て
い
た

が
、
４
月
分
が
存
在
す
る
こ

とが分かった
・平松市長一

は
午
前
１
時
ご
ろ
か
ら
約
如

分
に
わ
た
っ
て
配
者
会
見
に
一

霞
み
、
「
彌
報
公
開
を
掲
げ

て
就
任
し
た
直
後
に
こ
う
し

た
こ
と
に
な
っ
て
申
し
訳
な

い
。
極
底
的
に
調
査
す
る
」

と
表
明
し
た
。




